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国
府
町
か
ら
県
道
76
号
線
で

上
宝
町
に
向
か
い
、
大
坂
峠（
通

称
十
三
墓
峠
）
を
越
え
２
キ
ロ
程

下
っ
た
と
こ
ろ
に
濃
飛
バ
ス
の「
石い

し

仏ぼ
と
け
ま
え前
」バ
ス
停
が
あ
る
。

　

バ
ス
停
の
奥
に
、
カ
ラ
松
の
間

か
ら
高
さ
12
メ
ー
ト
ル
程
の
ま
る

で
仏
様
の
よ
う
な
形
を
し
た
岩
肌

が
突
出
し
て
い
る
。
こ
れ
が
地
名

の
由
来
の「
石
仏
岩
」で
、
足
元
に

は
小
さ
な
祠ほ

こ
ら

が
建
て
ら
れ
祀
ら
れ

て
い
る
。
周
囲
に
も
点
々
と
岩
肌

が
露
出
し
、
屏び

ょ
う
ぶ風
岩
、
駒こ

ま

掛か
け

岩
、

鏡
岩
、
箪た

ん
す笥
岩
な
ど
と
名
付
け
ら

れ
、
全
体
が「
石
仏
と
奇
岩
群
」と

し
て
高
山
市
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。「
石
仏
と
奇
岩
群
」

は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
つ
く
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
か
？

　

今
か
ら
６
６
０
０
万
年
前
〜

６
０
０
０
万
年
前
の
中
生
代
白
亜

紀
最
末
期
か
ら
新
生
代
古
第
三
紀

に
わ
た
り
、
現
在
の
大
雨
見
山（
国

府
、
丹
生
川
、
上
宝
町
に
ま
た
が

る
山
）を
中
心
に
、
約
１
０
０
平
方

キ
ロ
に
わ
た
っ
て
流
紋
岩
質
マ
グ

マ
に
よ
る
火
山
活
動
が
起
こ
っ
た
。

こ
の
と
き
で
き
た
溶
岩
や
凝
灰
岩
、

火
砕
流
堆
積
物
を
主
体
と
す
る
地

層
を
ま
と
め
て「
大
雨
見
山
層
群
」

と
い
う
。「
石
仏
と
奇
岩
群
」の
岩
石

の
本
体
は
、
大
雨
見
山
層
群
の
流

紋
岩
溶
岩
で
あ
る
。
こ
の
溶
岩
は
、

中
に
青
灰
色
の
玉
ズ
イ（
石
英
の
微

小
な
結
晶
の
集
ま
り
）を
含
ん
で
い

て
、「
球き

ゅ
う

顆か

流り
ゅ
う

紋も
ん

岩が
ん

」と
い
う
。
溶
岩

の
一
部
は
大
坂
峠
近
く
に
も
露
出

し
、
風
化
し
た
部
分
か
ら
数
㎝ 
〜

こ
ぶ
し
大
程
の
玉
ズ
イ
の
塊
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

石
仏
岩
は
、
６
０
０
０
万
年
と

い
う
長
い
年
月
を
か
け
、
風
化
や

侵
食
を
受
け
た
球
顆
流
紋
岩
が
、

偶
然
に
も
仏
様
の
容
姿
に
な
っ
て

現
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
飛
驒
地
学
研
究
会　

寺
門　

隆
治
）

上
宝
町
の
石
仏（
上
宝
町
荒
原
）

飛
驒
山
脈
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

ジ
オ
サ
イ
ト（
第
15
章
）
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ク
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問
合

（仮称）宮川人道橋のデザインが
　　  決まりました！！
　新しく宮川に架ける、（仮称）宮川人道橋のデザインが決まりました。
　人道橋は、下二之町大新町伝統的建造物群保存地区をはじめとする古い町
並や、朝市のある宮川右岸と本町商店街など商業空間のある左岸を接続するこ
とで、利便性や回遊性を高めるとともに、市民や観光客が憩えるような良好な
水辺空間を創出し、周辺地域の活性化や賑わいを創出するために整備を行うも
のです。
　今後は、2019年度の完成に向け事業を進めていきます。
問合  建設課　☎35-3168
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